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◆ 特定人物への依存について 

代表取締役社長である吉田融正氏は、同社の創業者でもあり、会社経

営の最高責任者として経営方針の構築から事業推進に至るまで重要

な役割を果たしている。同社は、吉田氏に過度に依存しない体制整備

に努めているものの、何らかの理由により吉田氏が業務継続困難にな

った場合、同社業績に大きな影響を与える可能性がある。 
 

◆ 人材の社外流出について 

日本におけるインサイドセールス経験者の数は、経営層・実務層のい

ずれにおいても未だ限定的である。同社でインサイドセールスのビジ

ネスモデルを習熟し、スキルを磨き上げた人材が社外へ大量流出した

場合、同社業績に大きな影響を与える可能性がある。 
 
◆ 顧客による内製化等のリスクについて 

同社の主要取引先 10 社に対する売上高依存度は近年低下傾向にある

ものの、54%程度（19/12 期）とまだ高い。同社は事業拡大のために

新規顧客の獲得に注力しているものの、主要取引先において内製化や

営業戦略の方針変更が起こった場合、同社業績に大きな影響を与える

可能性がある。 
 
◆ 情報管理体制について 

同社は、提供するサービスに関連して顧客企業の機密情報を多数取り

扱っている。これらの情報資産を保護するために情報セキュリティ基

本方針を定め、この方針に従って適切な管理・保護を行っているもの

の、これらの情報資産が外部に漏洩した場合、同社業績に大きな影響

を与える可能性がある。 

＞ 投資に際しての留意点 
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